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木材流通と加工 A 9

到達目標
木材の流通、加工から利用までのサプライチェーンを知り、需要の変化に対応した生産体
制の必要性を学ぶ。

研 修 名

お薦め
ポイント

市場や製材工場の「木材の見方」を知り、
有利販売に必要な工夫を考えましょう。

背景と目的
木材を販売する上で、材の流通の仕組み、木材市場がどんな役割をしているか、木材加工
施設ではどんな加工がされるのかを知り、需要に応じた木材の生産や木材の適切な販売先
の選定などを考え、より有利に販売をすることが重要です。

受講要件
①愛知県内で、森林・林業に携わっている者
②研修期間中も労働災害保険の適用を受けている者

定　　員 ５名（最少催行人数３名）

開催場所 三河材流通加工センター（ホルツ三河）

講　　師
 Holz三河　都築則雄氏・山﨑宏明氏
 愛知県森林組合連合会　安藤幸志氏・今井俊輔氏

開 催 日 令和８年11月13日（金）午前

内　　容
・木材の流通と市場の役割
・木材市場（現地見学）
・木材加工施設（現地見学）

教　　材 講師作成のテキスト

備　　考 現地見学があります

製材工場の見学
材の欠点を除いて繋ぐ

フィンガージョイント

ホルツ三河について

経緯と現状

木材市場の見学 出荷時に注意すべき

ポイントの説明
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